
 

報道提供日    令和２年 8月２6日（水） 

令和２年度四條畷市一般会計補正予算（第 5号）（案）の概要 
（インフルエンザワクチン接種助成制度の拡充） 

概要説明 

四條畷市では、新型コロナウイルス感染症に伴う各種対応策として、これまで市民や事業者

等皆様の支援をすべく、国や大阪府の施策に加え、市独自事業としても 1 号から 4 号までの

補正予算を調製し、各種事業を実施してまいりました。 

 

 令和 2 年度一般会計補正予算（第 5 号）においては、新型コロナウイルス感染症の特性に

基づき、これまでから実施している 65歳以上の高齢者等へのインフルエンザワクチン接種助

成事業に加え、医学的リスクの特に高い者や妊婦（子育て支援の観点も含む。）のインフルエ

ンザの発症や重症化の予防を促進するとともに、小児へのインフルエンザワクチン接種を併せ

て実施することにより、新型コロナウイルス感染症との同時流行の抑制及び発症や重症化を防

ぐことで受診患者数を減少させることなど医療体制維持に寄与するため、新たな事業として

「インフルエンザ予防特別対策事務」を計上しております。 

 

インフルエンザワクチン接種助成事業の対象者イメージ図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 ※今回新たに対象となる者は網掛けしている。 

（詳細は別紙のとおり） 

 

 

問い合わせ 
電話072-877-2121〈代〉 

財政課 担当：西野（内線 325） 
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インフルエンザ予防特別対策事務 

 

健康福祉部保健センター 

 

新型コロナウイルス感染症の特性に基づき、医学的リスクの特に高い者や妊婦（子育て

支援の観点も含む。）のインフルエンザの発症や重症化の予防を促進するとともに、日本感

染症学会の提言を踏まえて小児へのインフルエンザワクチン接種を併せて実施することに

より、新型コロナウイルス感染症との同時流行の抑制及び発症や重症化を防ぐことで受診

患者数を減少させることなど医療体制維持に寄与するため、インフルエンザワクチン接種

助成制度の拡充を図ります。 

 

（１）事業内容 

 既存事業と同様に（３）対象者の接種費用の一部（約 8 割）を助成（自己負担額 1,000

円）します。市内医療機関の受診は自己負担額を徴収し、本市以外の医療機関の受診は、

償還払いにて助成を予定しています。 

（２）事業費用 62,235 千円 

 【内訳】接種費用 59,988 千円、事務費 2,247 千円 

（３）対象者 

ⅰ：心臓、じん臓若しくは呼吸器の機能障害を有する者又はヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能に障害を有する者のうち、その障害の級別(身体障害者福祉法(昭和２４

年法律第２８３号)第１５条第４項の規定により、その者に交付された身体障害者手

帳に記載された障害の級別をいう｡)が１級の者（60 歳未満） 

※現行は予防接種法施行令にて 60 歳～64 歳を定期接種対象 

  【理由】予防接種法施行令に定める定期接種の対象とならない 60 歳未満の者の重症化

しやすいリスクを回避するため。 

ⅱ：小児慢性特定疾病医療費助成制度の受給者（18 歳未満） 

 【理由】先天性の疾患であることが多く、重症化しやすいリスクの回避と介護する家

族の負担を軽減するため。 

ⅲ：妊婦  

 【理由】妊婦は免疫力が低下しており、重症化するリスクの回避と妊婦の不安を軽減

するマイナス 1 歳からの子育て支援の観点。 

ⅳ：小児（15 歳以下の子ども（6 か月未満の新生児を除く）） 

 【理由】新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行も懸念される中、小

児へのインフルエンザワクチン接種を強く推奨する日本感染症学会の提言に

よるもの。 



   対象者数 

（人） 

接種者見込み数

（人） 

接種見込率 

（％） 

ⅰ：身体障害者手帳 1 級 480 432 90 

ⅱ：小児慢性特定疾病 84 76 90 

ⅲ：妊婦 400 360 90 

ⅳ：小児 7,713 6,942 90 

計 8,677 7,810 90 

※接種見込率で端数切り上げ 

（４）【参考】高齢者インフルエンザ事業（既存事業） 

①対象者 15,020 人（65 歳以上人口：令和 2 年 3 月末時点） 

自己負担額 1,000 円（自己負担額の減免制度あり） 

ⅰ：65 歳以上の者 

ⅱ：心臓、じん臓若しくは呼吸器の機能障害を有する者又はヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能に障害を有する者のうち、その障害の級別(身体障害者福祉法(昭和２４

年法律第２８３号)第１５条第４項の規定により、その者に交付された身体障害者手

帳に記載された障害の級別をいう｡)が１級の者で 60 歳以上 65 歳未満の者 

 ②令和元年度実績 

   対象者数（人） 接種者数（人） 接種率（％） 

60～64 歳 22 6 27.3 

65 歳以上 14,725 6,444 43.8 

計 14,747 6,450 43.7 

 ③令和 2 年度予算額（接種費用額：26,971 千円：予算ベース接種者数 6,580 人） 

 

（５）インフルエンザワクチン助成事業イメージ図（既存事業と拡充事業）
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